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ス
タ
ッ
フ
は
、
総
勢
約
五
十
人
。
各
ア
ト
リ
エ
の
熱
気
に
満
ち
た

一
年
間
は
、
ま
さ
に
一
大
事
業
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ

た
。
試
算
に
よ
れ
ば
、
制
作
の
の
べ
時
間
は
、
じ
つ
に
十
二
万
時

間
だ
っ
た
と
い
う
。
十
三
年
四
カ
月
に
あ
た
る
。
各
壁
ほ
ぼ
共
同

制
作
だ
っ
た
が
、
三
号
壁
の
観
音
だ
け
は
、
当
時
ま
だ
三
十
七
歳

の
若
さ
だ
っ
た
平
山
郁
夫
現
学
長
が
、
単
独
で
仕
上
げ
た
と
い
う
。

東
博
で
記
念
展
が
開
催
さ
れ
た
一
九
六
八
年
は
、
文
化
財
保
護

委
員
会
が
、
文
化
庁
と
な
っ
た
年
だ
。
こ
の
再
現
模
写
は
、
威
信

を
か
け
た
事
業
だ
っ
た
は
ず
だ
。
一
方
、
一
九
一
三
年
に
没
し
た

岡
倉
天
心
が
、
最
後
に
出
席
し
た
古
社
寺
保
存
会
の
会
議
で
建
議

し
た
の
も
、
実
は
「
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
保
存
」
だ
っ
た
。
満
場

一
致
の
可
決
を
見
届
け
、
自
宅
に
も
ど
っ
て
す
ぐ
、
天
心
は
最
期

の
床
に
つ
く
。
焼
損
は
た
し
か
に
悲
劇
だ
っ
た
が
、
廃
仏
毀
釈
や

戦
争
な
ど
で
、
幾
多
の
文
化
財
の
悲
劇
を
見
て
き
た
天
心
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
再
現
の
努
力
も
正
し
く
理
解
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
さ
と
う
・
ど
う
し
ん
／
美
術
学
部
芸
術
学
科
助
教
授
）
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一
九
六
八
年
五
月
二
十
一
日
、
東
京
国
立
博
物
館
で
「
金
堂

壁
画
再
現
記
念
法
隆
寺
展
」
が
開
幕
し
た
。
悪
夢
の
火
災

か
ら
十
九
年
、
金
堂
壁
画
が
再
現
模
写
と
し
て
よ
み
が
え
っ
た
瞬

間
だ
っ
た
。
日
本
の
文
化
財
保
護
史
上
、
そ
の
焼
損
は
一
大
痛
恨

事
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
再
現
事
業
も
最
大
の
も
の
と
な

っ
た
。
こ
の
歴
史
的
事
業
に
、
本
学
の
日
本
画
陣
は
総
力
を
あ
げ

て
と
り
く
ん
だ
。

悪
夢
は
、
一
九
四
九
年
一
月
二
十
六
日
の
朝
に
お
こ
っ
た
。
金

堂
か
ら
出
火
し
た
炎
は
、
わ
ず
か
の
間
に
内
陣
と
壁
画
を
焼
く
。

茫
然
自
失
の
人
々
の
中
、
管
主
佐
伯
定
胤
は
、
炎
に
包
ま
れ
た
内

陣
に
と
び
こ
も
う
と
し
て
抱
き
と
め
ら
れ
た
。
焼
け
た
だ
れ
た
十

号
壁
の
前
に
た
た
ず
む
佐
伯
。
合
掌
瞑
目
の
の
ち
、
彼
は
「
形
あ

る
も
の
は
滅
す
」
と
つ
ぶ
や
い
た
と
い
う
。
そ
の
絶
望
は
想
像
に

余
り
あ
る
。
そ
れ
は
、
足
か
け
十
年
に
お
よ
ぶ
模
写
作
業
を
し
て

き
た
人
々
も
、
同
じ
だ
っ
た
。
保
存
の
た
め
の
作
業
が
、
結
果
、

壁
画
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
自
責
、
世
間
の
激
し
い
非
難
。
残
っ
た

模
写
と
資
料
か
ら
の
再
現
が
、
こ
こ
か
ら
悲
願
と
な
っ
た
。
残
っ

た
の
は
、
一
九
四
〇
年
か
ら
の
模
写
事
業
で
、
完
成
間
近
だ
っ
た

模
写
八
面
。
壁
画
十
二
面
を
、
分
割
撮
影
し
た
写
真
原
版
三
七
四

枚
。
幸
運
に
も
四
色
分
解
で
ひ
そ
か
に
撮
影
さ
れ
て
い
た
、
十
二

面
全
景
の
原
色
原
版
。
そ
し
て
明
治
時
代
の
桜
井
香
雲
、
大
正
・

昭
和
の
鈴
木
空
如
の
模
写
な
ど
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
十
七
年
た
っ
た
一
九
六
六
年
、
つ
い
に
再
現
事
業
が

決
定
す
る
。
新
た
に
安
田
靫
彦
、
前
田
青
邨
、
橋
本
明
治
、
吉
岡

堅
二
を
主
任
に
、
四
班
十
四
人
の
体
制
が
く
ま
れ
た
。
安
田
、
前

田
は
、
す
で
に
本
学
を
退
官
し
、
名
誉
教
授
。
現
役
教
官
か
ら
教

授
吉
岡
堅
二
、
助
教
授
岩
橋
英
遠
、
講
師
吉
田
善
彦
・
稗
田
一
穂
、

平
山
郁
夫
が
参
加
し
た
。

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
、
模
写
は
、
制
作
当
初
へ
の
〝
復

元
〞
模
写
で
は
な
く
、
焼
損
時
へ
の
〝
再
現
〞
模
写
と
す
る
こ
と
。

再
現
は
、
金
堂
の
白
壁
に
直
接
描
く
の
で
は
な
く
、
和
紙
に
描
い

て
木
枠
に
貼
っ
た
も
の
を
壁
面
に
は
め
る
こ
と
。
和
紙
に
は
、
ま

ず
写
真
原
版
を
薄
く
印
刷
し
、
そ
れ
に
描
き
こ
ん
で
い
く
こ
と
、

と
い
っ
た
基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

作
業
は
、
翌
六
七
年
春
か
ら
各
班
い
っ
せ
い
に
始
ま
っ
た
。
し

か
し
最
大
の
難
関
は
、
実
は
完
成
ま
で
わ
ず
か
一
年
と
い
う
、
制

作
時
間
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
各
班
は
と
き
に
不
眠
不
休
の
一
年

が
始
ま
る
。
十
四
人
以
外
に
も
、
多
く
の
助
手
が
参
加
し
た
制
作

東京芸術大学美術学部1968年

法隆寺金堂壁画
の再現

日本近代美術史。主要著書『〈日本美術〉誕生―近代日本の「ことば」と戦
略』『明治国家と近代美術―美の政治学』

佐藤道信

上：『金堂壁画再現記念
法隆寺展』カタログ　東
京国立博物館　1968年

左：金堂火災の鎮火後、
十号壁の前にたたずむ佐
伯定胤　1949年
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タイムカプセルに乗っ

か
に
政
治
運
動
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
一
九
六
八
年
頃
か
ら
ス
テ
ュ

ー
デ
ン
ト
・
パ
ワ
ー
は
激
し
さ
を
増
し
、
多
く
の
大
学
で
学
生
た

ち
は
大
学
当
局
と
対
立
。
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
や
機
動
隊
導
入
な
ど

が
毎
日
の
新
聞
を
賑
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
も
っ
と
も
象

徴
的
な
出
来
事
は
、
学
生
に
よ
る
東
京
大
学
安
田
講
堂
占
拠
と
一

九
六
九
年
一
月
の
機
動
隊
導
入
に
よ
る
「
落
城
」
で
あ
ろ
う
。
八

月
に
な
る
と
自
民
党
の
強
行
採
決
で
、「
大
学
の
運
営
に
関
す
る

臨
時
措
置
法
」
が
成
立
、
一
年
以
上
紛
争
を
続
け
る
大
学
は
廃
校

に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
い
く
つ
か
の
「
紛
争
重
症

校
」
で
は
、
秋
に
な
っ
て
も
学
年
試
験
の
妨
害
や
教
室
封
鎖
な
ど

が
続
い
た
が
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
各
大
学
の
紛
争
は
一
応
お

さ
ま
る
方
向
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
紛
争
中
に
提
起
さ
れ
た
問

題
は
ほ
と
ん
ど
未
解
決
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

東
京
芸
大
は
、
こ
う
し
た
波
に
さ
ほ
ど
呑
み
込
ま
れ
ず
に
す
ん

だ
。
一
九
六
九
年
九
月
の
「
芸
術
祭
」
は
例
年
ど
お
り
行
わ
れ
た
。

当
時
の
福
井
直
俊
学
長
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
冒
頭
の
挨
拶
で
、

「
今
年
も
ま
た
恒
例
の
芸
術
祭
が
若
き
学
生
諸
君
に
よ
っ
て
催
さ

れ
る
こ
と
は
、
正
常
な
授
業
さ
え
で
き
な
い
多
く
の
紛
争
大
学
の

あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
大
学
を
め
ぐ
り
色
々
と
激
動
す
る
中
で
、
や
ヽ
も
す
る
と
我
が

足
も
と
を
見
失
い
が
ち
で
あ
る
」
が
、
そ
う
し
た
な
か
に
、
芸
術

祭
を
実
現
さ
せ
た
学
生
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
、
と
語
っ
て

い
る
。
一
方
、
企
画
に
携
わ
っ
た
学
生
代
表
の
文
章
を
見
る
と
、

「
天
翔
る
反
動
の
黒
雲
の
下
に
、
日
本
の
独
立
・
平
和
・
民
主
主

義
を
闘
い
と
ろ
う
」
と
す
る
運
動
が
今
起
こ
り
つ
つ
あ
り
、
こ
れ

こ
そ
「
人
間
性
回
復
の
努
力
の
具
体
的
な
姿
」
と
、
元
気
よ
く
宣

言
し
て
い
る
。
学
生
た
ち
は
、
前
年
度
の
統
一
テ
ー
マ
「
現
代
│

こ
の
虚
像
と
実
像
の
な
か
で
、
我
々
は
ど
こ
へ
行
こ
う
と
す
る
の

か
」
を
深
め
た
い
と
も
高
ら
か
に
叫
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
芸
術
家

の
卵
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
根
本
的
な
立
場
に
つ
い
て
立
ち
止
ま

っ
て
考
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見

る
限
り
で
は
、
残
念
な
が
ら
観
念
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
羅
列
の
み

で
具
体
的
な
提
案
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
れ
か
ら
三
十
年
以
上
を
経
た
昨
今
、「
芸
術
祭
」
は
、
上
野

の
地
域
社
会
や
商
店
街
の
皆
さ
ん
と
手
を
つ
な
ぎ
、
楽
し
い
「
祭
」

と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
現
実
は
、
観
念
的
な
想
像
を
軽
々
と
越

え
て
、
着
実
に
進
行
し
ゆ
く
の
だ
な
あ
、
と
の
思
い
を
深
く
す
る
。

（
た
き
い
・
け
い
こ
／
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
助
手
）

一
九
六
〇
年
代
後
半
、
い
わ
ゆ
る
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
パ
ワ

ー
の
嵐
が
欧
米
諸
国
で
吹
き
荒
れ
、
少
し
遅
れ
て
そ
れ
が

日
本
に
も
伝
播
し
て
き
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
黒
人
問
題
に
絡
ん
だ
大
学
の
諸
問
題
や
大
学
運

営
に
対
す
る
「
学
生
参
加
」
な
ど
が
す
で
に
社
会
問
題
化
し
て
お

り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
学
生
数
の
急
増
に
伴
っ
て
大
学
に
マ
ス
プ
ロ

の
教
育
の
問
題
が
山
積
し
て
、
も
う
爆
発
寸
前
に
あ
っ
た
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
学
生
た
ち
は
大
学
の
主
体
は
自
分
た
ち
が
な
る
べ
き
だ

と
か
、
哲
学
者
サ
ル
ト
ル
も
加
わ
っ
て
、
百
花
繚
乱
の
議
論
が
始

ま
り
、「
五
月
革
命
」（
一
九
六
八
）
に
至
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
で
も

ド
イ
ツ
で
も
封
建
的
・
官
僚
的
・
父
権
的
社
会
を
く
つ
が
え
し
、

「
自
由
な
解
放
さ
れ
た
社
会
を
！
」
と
い
う
運
動
が
高
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
大
学
紛
争
は
、
欧
米
を
一
大
渾
沌

カ
オ
ス

の
坩
堝
に
投
げ
込
ん

だ
の
で
あ
る
。

日
本
の
大
学
も
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
し
、
今
よ
り
は
る

東京芸術大学音楽学部1969年

ステューデント・
パワーと「芸術祭」

音楽学（ドイツロマン派、および日本洋楽草創期の研究）。主要論文「幸田
露伴と音楽、そして妹の延」「東西音楽の接点―音楽におけるジャポニズム
の一段面」「森łR外訳《オルフェウス》をめぐる一考察」

瀧井敬子

上：1969年度芸祭のポスター「訴
えかける手、手、手……」
左：2003年度芸祭のポスター（美
術学部デザイン科2年　三浦遊）
下：2003年度芸祭「マルイシティ
上野」における「野郎クラリネット
カルテット」




